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令和４年度小牧市市民活動助成金交付事業

2022年度障害者団体交流会
「選挙のバリアフリーを考えよう」を終えて







１2月は、毎年「耳の不自由な方の交流会」です。今回も広報の
「わくわくガイド」に案内を掲載し、新しい難聴者に来ていただ
けるかと期待していましたが、どなたもいらっしゃらず、今年度
は残念ながら、新しい会員を増やすことはできませんでした。
1月は「新年会」を開催し、新年の抱負を話してから「開運お菓

子のつかみ取り」さ～て、いくつ
つか
掴めるでしょうか? ゲームや

おしゃべりを楽しみました。2 月は
会員の希望があり「日常生活で使える簡単な手話」を皆で楽しく学びまし
た。さて次回までにいくつ覚えているでしょうか?3月は「次年度の行事
の話し合い」をします。どんな計画になるか楽しみです。
小牧市広報（令和5年 2月 15日号）「特集 街で見かける障がい者のマ

ーク」のところに「耳マーク」の説明があり、会⾧のコメントも載りまし
た。「聞こえないことを周りの人に自ら伝えることが大切である」ことを、
これからも周知して、1人でも多くの難聴者が耳マークを活用してほしいと
思います。(古木)

1 月 21 日（土）のミーティングで、3月 12 日に開催する発達障害についての研修のテーマを｢発達
障害を知ろう｣～基礎知識と関わり方のヒント～と決め、一般の人に呼びかけることや日程などを話し
合いました。また広報の 3月 1日号に載せることも決め、2月 23 日（木）には進捗状況の確認や、内
容の具体化、役割分担を話して当日を迎えました。
ここばりにとって、発達障害についての研修をするのは 3年越しの課題です。コロナ禍でもあり、募

集人数は少なめ（会場 20 名）で、ZOOM 参加も可能として呼びかけました。当日は、障害のある方の
家族や支援者、ボランティア等 17 名の参加でしたが、小児科医の石川先生から、診断をつける意味や

会社や学校でのトラブルのエピソードから、どういう理由が考え
られるか、その上での解決策等、具体的なお話をしていただきま
した。そして、生まれ持った特性は変わらないが、本人がどんな
環境で育ち、何を身につけてきたかが大切ということや、パニッ
クへの対応などの話もありました。少人数でしたが広報を見て参
加してくださった方もあり、アンケートでまた参加したいとご意
見をもらえたので、また今後に生かしたいと思える取り組みとな
りました。

【耳マーク】





楽しいを一緒に。
「しきの会」https://shikino-kai.com/
公式 LINEアカウント

【会員を募集しています】
小牧市のさまざまな障害者当事者団体、支援者団体がつながって、いろいろな障害のある人の立場を互いに知り

あい、共同して市民に向けて発信していくことで、障害のある人も誰もが暮らしやすいまちづくりを進めていくこ
とを目的に活動しています。活動に賛同していただける団体、個人の方を募集しています。
■正会員(団体のみ 年会費 2,000円)■団体賛助会員(年会費 1,000円)■個人賛助会員(年会費 1,000円)
※賛助会員は、活動への参加は難しいけれど趣旨に賛同し、イベントへの参加や活動の周知等を通じて応援してく
ださる会員です。議決権はありませんが、イベント等のご案内を差し上げます。申込みは下記メールアドレスへご
連絡ください。
■小牧市障害者団体連絡会加入団体（50音順）:正会員（７）賛助会員（５）
【正会員】犬山・小牧地域腎友会、ここばりこまき、小牧市おもちゃ図書館きらら、こまき視覚障がい者の会、

小牧市肢体不自由児者父母の会、小牧市難聴・中途失聴者協会、しきの会
【賛助会員】小牧市聴覚障害者福祉協会、小牧おひさまクラブ、手話サークルおてだま、手話サークルふたば、

全国障害者問題研究会小牧サークルかざぐるま


